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☆ 団交では「支社は各自治体に説明に行ってます」という回答を繰り返していたようですが・・・・アウト！！ 

な
り
、
１０
分
遅
く
な
る
と
か

大
騒
ぎ
し
て
い
る
連
中
が

い
ま
す
が
、
何
な
ん
だ
？
！ 

・ 

・
・
っ
て
思
い
ま
し
た
。 

（
恥
ず
か
し
く
な
い
で
す
か
？
） 

参
加
者
全
員
報
告 

 

地
本
飯
田
青
年
部
長
（
大

網
保
線
）
の
乾
杯
の
音
頭
で

始
ま
り
ま
し
た
。
乾
杯
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
結
婚
の
報

告 

告
も
あ
り
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
場
で
は
、
本
当
に
久
し

ぶ
り
に
会
う
顔
も
あ
り
「
元

気
で
何
よ
り
！
」
と
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

 

地
本
役
員
を
筆
頭
に
、
参

加
者
全
員
の
近
況
報
告
と

な
り
ま
し
た
が
、
酒
を
飲
み

な
が
ら
メ
モ
も
取
れ
ま
せ
ん

の
で
、
殆
ど
覚
え
て
ま
せ
ん

で
し
た
（
ス
ミ
マ
セ
ン
）。 

      
 

 

１
月
１３
日
（
土
）
前
段
の

寺
尾
さ
ん
の
講
演
（

１３
時
～

１４
時

２０
分
）
に
続
き
、
同
じ

み
ど
り
寿
司
に
て
、
地
本
旗

開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

加
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ 

 

労
働
講
座
の
際
の
あ
い

さ
つ
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

年
明
け
早
々
、
能
登
半
島
地

震
や
、
羽
田
空
港
で
の
衝
突

事
故
な
ど
丌
幸
な 

 
 

  

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
保

線
Ｏ
Ｂ
の
方
の
「
県
内
に
は

元
組
合
員
が
大
勢
い
る
が
、

そ
れ
を
つ
な
げ
て
い
く
取

り
組
み
を
し
た
い
。
今
ま
で

や
っ
て
き
た
国
労
運
動
は
、

地
域
運
動
に
も
必
ず
活
か

さ
れ
る
は
ず
」
と
い
っ
た
言

葉
に
、
も
う
す
ぐ
定
年
を
迎

え 

た
エ
リ
ア
本
部
業
務
部
長

の
和
賀
聖
司
さ
ん
（
下
写

真
・
八
王
子
信
通
）
と
、
飯
田

君
ら
若
者
た
ち
の
力
強
い

あ
い
さ
つ
を
聞
け
た
こ
と

が
、
こ
の
日
の
大
き
な
収
穫

で
し
た
。
厳
し
い
情
勢
が
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
仲
間

を
信
じ
、
自
分
の
道
を
信
じ
、

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

 

 

 

事
故
が
続
い
て

し
ま
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
被

害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
お
悔
や

み
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
冬
の
寒
空

の
下
、
避
難
所
生

活
を
必
死
に
耐
え

て
い
る
人
が
い
る

中
で
、
京
葉
線
内

の
快
速
が
各
駅
に 

え
る
自
分
は
勇

気
づ
け
ら
れ
た

思
い
で
し
た
。 

 

あ
と
は
、
来

賓
で
出
席
さ
れ

た 

 

 

 

前代未聞のダイ改提案の修正 
 今年の３月のダイヤ改「正」での京葉線内の快速、
通勤快速をめぐっての一連の騒動で、各自治体首長
らの要望から、千葉支社は提案をくつがえし、一部
修正するという前代未聞の対応がありました。 

 そもそもの要因は、JR 会社が組合提案をなくし、
社員の声も無視する形で、ダイ改内容も含め、どん
どん色々な施策を勝手に実施させてしまっているこ
とであります。更には、今回のように地元各自治体
や利用者の声も聞かなかったことで、どんなに叩か
れても自業自得であり、猛省を促されるべきことで
あります。利用者の様々な苦情は、現場で働く私た
ちにも向けられるはずで、憤りを感じます。 

 が、今回のこの各自治体首長らの言い分は、本当
に京葉線を分かっているのか、甚だ疑問であります。 

 市民、あるいは県民の声として、鉄道に関する要
望は議会に多少なりとも挙がっているはずで、定期
的に JR 社員を招聘し、意見交換などを行なうべき
で、そういう取り組みをしていればこんなお粗末な
事態にはならなかったはずです。各自治体が JR に
対して問題視すべき点は、もっともっと他にたくさ
んあると思いますが・・。あまりにも視点が狭すぎ
るような気がします。 

 今回の修正案が、今後悪しき習慣にならないこと
を願うばかりです。ちなみに修正案は、既に出来上
がっているダイヤ上の２本の各駅停車を快速に直す
だけなので、所要時間は・・・？？？ってことです。 


